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(57)【要約】
【課題】ポリマー材料を与える。
【解決手段】タングステン及び酸素の化合物（とりわけ
酸化タングステン粒子）と追加の添加剤とを含むポリマ
ー組成物において、追加の添加剤はアセトアルデヒド捕
捉剤と着色剤とより選択され、ポリマー組成物がアセト
アルデヒド捕捉剤を含むとき、そのポリマー組成物は１
０ｐｐｍ以上のアセトアルデヒド捕捉剤を含み、かつ、
ポリマー組成物が着色剤を含むとき、そのポリマー組成
物は５０ｐｐｍ以上の着色剤を含み、好ましくはその物
品が容器のプリフォームである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化タングステン粒子と追加の添加剤とを含むポリマー組成物を含む物品であって、
　　前記追加の添加剤はアセトアルデヒド捕捉剤と着色剤とからなる群から選択され、
　　前記ポリマー組成物がアセトアルデヒド捕捉剤を含むとき、前記ポリマー組成物は１
０ｐｐｍ以上の前記アセトアルデヒド捕捉剤を含み、
　　前記ポリマー組成物が着色剤を含むとき、前記ポリマー組成物は５０ｐｐｍ以上の前
記着色剤を含み、
　　前記物品が容器のプリフォームである、物品において、
　前記酸化タングステン粒子は１８．８６～２０．６４重量％の酸素を含み、
　前記酸化タングステン粒子は少なくとも９９重量％にてタングステン部分及び酸素部分
を含み、
　前記プリフォームの少なくとも９９重量％は前記ポリマー組成物からなり、前記ポリマ
ー組成物は少なくとも９９重量％のポリエステルポリマーを含み、
　前記プリフォームは少なくとも６５のＬ＊を有し、Ｌ＊はシーラブ（ＣＩＥＬＡＢ）シ
ステムによって表され、分光光度計によって測定される透明度であり、
　前記酸化タングステン粒子は２５μｍ未満のｄ５０を有し、
　５体積％未満の前記酸化タングステン粒子は１００μｍ超の粒径を有し、７５体積％超
の前記酸化タングステン粒子は０．４０μｍ超の粒径を有する、物品。
【請求項２】
　前記酸化タングステン粒子は１９．４～１９．９重量％の酸素を含む、請求項１に記載
の物品。
【請求項３】
　前記物品は前記酸化タングステン粒子を１２～１００ｐｐｍにて含む、請求項１又は２
に記載の物品。
【請求項４】
　前記プリフォームは、１２ｇ～１２００ｇの範囲内の重量を有し、０．００００９ｇ～
０．００６ｇの前記酸化タングステン粒子を含む、請求項１～３の何れか一項に記載の物
品。
【請求項５】
　前記酸化タングステン粒子のｄ５０は、１０μｍ未満であり、かつ、０．５μｍ超であ
る、請求項１～４の何れか一項に記載の物品。
【請求項６】
　前記物品は１０ｐｐｍ以上、かつ、１００ｐｐｍ未満の酸化タングステン粒子を含み、
Ｌ＊は７０以上である、請求項１又は２の何れか一項に記載の物品。
【請求項７】
　前記物品は２０～５０ｐｐｍの酸化タングステン粒子とを含み、前記ポリエステルポリ
マーは本質的にＰＥＴからなり、前記酸化タングステン粒子は１９．４～１９．９重量％
の酸素を含む、請求項１～６の何れか一項に記載の物品。
【請求項８】
　ポリマー組成物中の前記追加の添加剤は、１０～１０００ｐｐｍのアセトアルデヒド捕
捉剤である、請求項１～７の何れか一項に記載の物品。
【請求項９】
　包装容器を作製する方法であって、
　（ｉ）請求項１～８の何れか一項に記載の物品を選択する工程と、
　（ｉｉ）前記物品を加熱してブロー成形に供し、それによって包装容器を作製する工程
とを備え、５０個以上の前記包装容器を作製する工程を備える、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明はポリマー材料に関するものであり、特にシートまたは包装の生産に使用するた
めのポリエステルに関するが、これらに限定されない。
【背景技術】
【０００２】
　ポリ（テレフタル酸ポリエチレン）（ＰＥＴ）から作製され、飲料容器に使用されるも
のなどの多くのプラスチック包装材は、再加熱ブロー成形、またはポリマーの熱軟化を必
要とする他の作業によって形成される。
【０００３】
　再加熱ブロー成形において、試験管型の射出成形体であるボトルプリフォームは、その
ポリマーのガラス転移温度超で加熱されてから、そのボトルプリフォームの開口端を通し
て圧縮空気を受け取るためにボトル鋳型の中に配置される。例えば、本明細書で参照され
る特許文献１に見られるように、この技術は当技術分野において周知である。典型的なブ
ロー成形作業において、石英管赤外線ヒータからの放射エネルギーは、一般に、プリフォ
ームを再加熱するために使用される。
【０００４】
　ポリマーの熱軟化を必要とする作業を使用する包装容器の準備において、再加熱時間ま
たはプリフォームが延伸ブロー成形に適した温度に達するのに必要とされる時間（加熱時
間とも呼ばれる）は、生産性と必要とされるエネルギーとの両方に作用する。処理装置が
向上するにつれて、単位時間あたりにより多くの単位を製造することが可能となってきた
。このように、従来のポリエステル組成物と比較してより速く再加熱すること（再加熱速
度の増加）、より少ない再加熱エネルギーしか伴わないこと（再加熱効率の増加）、また
はこれら両方によって、向上された再加熱特性を提供するポリエステル組成物を提供する
ことが望ましい。
【０００５】
　前述の再加熱特性は、ポリマー自体の吸収特性によって異なる。石英管赤外線ランプな
どのポリマープリフォームを再加熱するために使用される加熱ランプは、波長がおよそ５
００～１，５００ｎｍ超の範囲に及ぶ広い発光スペクトルを有する。しかしながら、ポリ
エステル、特にＰＥＴは、５００～１，５００ｎｍの領域内の電磁放射の吸収が乏しい。
したがって、ランプからのエネルギー吸収を最大化してプリフォームの再加熱速度を増加
させるために、赤外線エネルギー吸収を増加させる材料がしばしばＰＥＴに加えられる。
残念ながら、これらの材料はＰＥＴ容器の視覚的外観に、例えば曇りレベルを増加させる
、及び／またはその物品の外観を黒ずませるなどの負の作用を有する傾向にある。さらに
、可視光の波長領域（４００～７８０ｎｍ）に吸光度を有する化合物は、人の目には着色
されて映るため、可視光を吸収する、及び／または拡散する材料はポリマーに色を付与す
る。
【０００６】
　再加熱ランプ下におけるポリエステルプリフォームの再加熱特性を向上させるために、
再加熱作用物質として、多様な黒体及び灰色体吸収化合物が使用されてきた。これらの従
来の再加熱添加剤はカーボンブラック、グラファイト、アンチモン地金、黒色酸化鉄、赤
色酸化鉄、不活性鉄化合物、スピネル顔料、及び赤外線吸収染料を含む。ポリマーに添加
することのできる吸収化合物の量は、Ｌ＊値として表される輝度及びａ＊値とｂ＊値とに
よって測定され表される色彩など、そのポリマーの視覚的特性への影響によって制限され
る。
【０００７】
　プリフォームと結果として生じるブロー成形された物品とにおいて、許容レベルの輝度
及び色彩を保持するために、再加熱添加剤の量が減少される場合があり、それによって再
加熱速度は減少する。このように、ポリエステル樹脂に添加される再加熱添加剤の種類と
量とは、再加熱速度を増加させることと許容可能な輝度及び色彩レベルを保持することと
の間で所望のバランスをとるために調節される。
【０００８】
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　特許文献２（アドチオ（Ａｄｏｃｈｉｏ））は、ナノ粒子を含有する透明で無色の赤外
線吸収組成物に関する一般的開示を含む。特許文献２は酸化タングステン粒子を開示し、
その酸化タングステン粒子はＨ，Ｈｅ，アルカリ金属，アルカリ土類金属，希土類元素，
Ｍｇ，Ｚｒ，Ｃｒ，Ｍｎ，Ｆｅ，Ｒｕ，Ｃｏ，Ｒｈ，Ｉｒ，Ｎｉ，Ｐｄ，Ｐｔ，Ｃｕ，Ａ
ｇ，Ａｕ，Ｏｓ，Ｂｉ及びＩから選択される元素を取り込んでいてもよい。さらに、特許
文献２は、記述されている材料の粒径の範囲と、充填量レベルの範囲とを開示する。この
文書は、記述されている粒子が、熱可塑性組成物、熱硬化性組成物、放射線硬化性組成物
及び金属アルコキシドを含有する組成物から選択され得る結合剤中に分散してもよいこと
を示唆する。好適な熱可塑性樹脂は、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリアミド、ポ
リオレフィン、ポリスチレン、ビニルポリマー、アクリルポリマー、コポリマー及びこれ
らのブレンドを含むが、これらに限定されないと記載されている。好適な熱硬化性樹脂は
、例えばアクリル、飽和ポリエステルまたは不飽和ポリエステル、ポリウレタンまたはポ
リエーテル、ポリビニル、セルロース誘導体、アクリレート、ケイ素系のポリマー、これ
らのコポリマー、及びこれらの混合物から選択されてもよく、また反応性基を含有するこ
ともできる。反応性基は、中でもエポキシ、カルボン酸、ヒドロキシル、イソシアン酸塩
、アミド、カルバメート、及びカルボキシレート基などであり、これらの混合物も含む。
好適な放射線硬化性組成物は、（メタ）アクリル化ウレタン（すなわち、ウレタン（メタ
）アクリレート）、（メタ）アクリル化エポキシ（すなわち、エポキシ（メタ）アクリレ
ート）、（メタ）アクリル化ポリエステル（すなわち、ポリエステル（メタ）アクリレー
ト）、（メタ）アクリル化メラミン（すなわち、メラミン（メタ）アクリレート）、（メ
タ）アクリル化（メタ）アクリル、（メタ）アクリル化シリコーン、（メタ）アクリル化
ポリエーテル（すなわち、ポリエーテル（メタ）アクリレート）、ビニル（メタ）アクリ
レート、及び（メタ）アクリル化油を含む、放射線硬化性オリゴマー及び放射線硬化性ポ
リマーを含むと言われている。
【０００９】
　特許文献２は、また、コーティング組成物を製造における、並びにシート、フィルム、
ボトル、トレイ、他の包装、ロッド、チューブ、蓋、繊維及び射出成形物品などの物品の
製造における、記載の材料の使用を主張している。
【００１０】
　特許文献２は、何らかの具体例を含んでいない。しかしながら、特許文献２の説明によ
ると、一般的に記載されている酸化タングステン粒子が「３００ｎｍ以下の平均一次粒径
」を有することは不可欠であり（請求項１及び［０００５］参照）、その粒子がさらに小
さいことが好ましい。しかしながら、このような粒子を製造する費用は大きく、そうした
粒子は、不都合なことに、そうした粒子が導入されたポリマーに過度の（青色）調色をも
たらし得る。
【００１１】
　十分な再加熱を生み出すためにポリエステルプリフォームに組み込まれることができる
多くの材料があることは明らかであるが、プリフォーム（及びそれをブロー成形したボト
ル）の好適な光学特性を維持しながら十分な再加熱を達成することは、今も困難である。
特に、ポリエステルの過剰な（かつ許容できない）暗色化または着色なしに十分な再加熱
を提供することは困難である。これは、プリフォームが飲料ボトルなどの液体容器を生産
するために使用される場合、とりわけ、高い透明度と色の非存在（または、わずかな青味
が存在）とが望ましい及び／または不可欠であるとみなされるミネラルウォータを入れる
際の使用について、特に関係がある。
【００１２】
　透明度は、通常、シーラブ（ＣＩＥＬＡＢ）システムによるＬ＊として表される。ＣＩ
ＥＬＡＢシステムのＬ＊は、１００が最も明るく、０が最も暗い。したがって、高いＬ＊

が望ましい。加えて、ｂ＊がゼロに近いか、またはわずかに負であることと、ａ＊がゼロ
に近いこととが望ましい。
【００１３】
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　市販の活性炭再加熱添加剤は、ポリトレード（Ｐｏｌｙｔｒａｄｅ）によって参照番号
Ｕ１で販売されている。達成される再加熱のレベルが許容される一方で、ポリマーの望ま
しくない暗色化及び／または着色なしに再加熱のレベルを増加することは困難である。
【００１４】
　市販の窒化チタン再加熱添加剤は、特許文献３（カラーマトリックス（ＣｏｌｏｒＭａ
ｔｒｉｘ））及び特許文献４（イーストマン（Ｅａｓｔｍａｎ））に記載されている。提
案されているレベルにおいて再加熱は適度であるが、再加熱を増大させるための試みにお
いてより多くの窒化チタンが使用される場合、Ｌ＊は低減され、ｂ＊は負になりすぎ（す
なわち、ポリマーの青色が強すぎ）、その結果として、その作用を中和するためにトナー
を添加する必要がある。しかしながら、トナーの添加は、不都合なことに、Ｌ＊をさらに
低下させる。
【００１５】
　加えて、再加熱作用物質は、熱成形中のシートの再加熱を向上させるために、シートに
おいて使用される。しかしながら、とりわけ厚いシートにとって、シートの色を中立に維
持する一方で、望ましいレベルの再加熱を生み出すための十分な材料を取り込むことは困
難である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】米国特許第３，７３３，３０９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１０／０１８４９０１号明細書
【特許文献３】国際公開第２００５／０９５５１６号
【特許文献４】国際公開第２００７／０６４３１２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明の好ましい実施形態の目的は、プリフォーム、容器及び／またはシート用の有利
な再加熱添加剤を提供することである。
　本発明の好ましい実施形態の目的は、再加熱が向上して透明度及び／またはＬ＊に対し
て低減した影響を有す、ポリエステルプリフォーム用の添加剤を提供することである。
【００１８】
　本発明の好ましい実施形態の目的は、ゼロに近い、及び／または正になりすぎて望まし
くない黄色を付与することのない、並びに／または負になりすぎて大きすぎる青色の作用
を付与することのないｂ＊と、再加熱が向上して透明度及び／またはＬ＊に対して低減し
た影響とを有する、ポリエステルプリフォーム用の添加剤を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明の第１の態様によれば、以下を備える物品が提供される：
　（Ａ）タングステン及び酸素の化合物（とりわけ酸化タングステン粒子）と追加の添加
剤とを含むポリマー組成物（とりわけポリエステル組成物）であって、追加の添加剤はア
セトアルデヒド捕捉剤と着色剤とより選択され、ポリマー組成物がアセトアルデヒド捕捉
剤を含むとき、そのポリマー組成物は１０ｐｐｍ（質量百万分率）以上（好適には２５ｐ
ｐｍ以上、好ましくは５０ｐｐｍ以上）のアセトアルデヒド捕捉剤を含み、かつ、ポリマ
ー組成物が着色剤を含むとき、そのポリマー組成物は５０ｐｐｍ以上（好適には７５ｐｐ
ｍ以上、好ましくは１００ｐｐｍ以上）の着色剤を含み、好ましくはその物品が容器のプ
リフォームである物品、または、
　（Ｂ）０．３ｍ以上の幅を有し、タングステン及び酸素の化合物（とりわけ酸化タング
ステン粒子）を含むポリマー組成物（とりわけポリエステル組成物、ポリカーボネート組
成物またはポリオレフィン組成物）を備えるシート。
【００２０】
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　好適には、（Ａ）及び（Ｂ）の両方において、タングステン及び酸素の化合物は１０．
３０～２０．６５重量％の酸素、好ましくは１５．００～２０．６４重量％の酸素、より
好ましくは１８．８６～２０．６４重量％の酸素、とりわけ１９．４～１９．９重量％の
酸素を含む。この残余は、タングステンと１．０重量％まで、とりわけ０．５重量％まで
の不純物とから構成され得る。このように、タングステン及び酸素の前記化合物における
タングステンの重量％と酸素との重量％の和は、好ましくは９９重量％以上、とりわけ９
９．９５重量％以上である。
【００２１】
　タングステン及び酸素の前記化合物は、再加熱性能、Ｌ＊及び／またはｂ＊において、
市販の窒化チタン再加熱作用物質と炭素系再加熱作用物質とよりも有利なことがわかって
いる。
【００２２】
　タングステン及び酸素の前記化合物（例えば、酸化タングステン粒子）は、好ましくは
７０重量％以上、８０重量％以上、９０重量％以上、９５％以上、９９重量％以上、また
は、タングステン部分と酸素部分とを、とりわけ９９．５重量％以上備える。このように
、タングステン及び酸素の前記化合物は、好ましくは酸化タングステンである。
【００２３】
　本明細書における「ｐｐｍ」への参照は、「重量で１００万分の１」を指す。
　前記ポリマー組成物（とりわけ前記ポリエステル組成物）は、５～１５０ｐｐｍ、好適
には１２～１５０ｐｐｍ、好ましくは１２～１００ｐｐｍ、より好ましくは１２～５０ｐ
ｐｍ、とりわけ２０～５０ｐｐｍのタングステン及び酸素の前記化合物（好ましくは酸化
タングステン粒子、とりわけ１８．８６～２０．６４重量％の酸素を含む酸化タングステ
ン）を含んでもよい。
【００２４】
　タングステン及び酸素の前記化合物は、ポリマー組成物（とりわけポリエステル組成物
）全体に実質的に均一に分散されることが好ましい。
　前記物品（とりわけ前記プリフォーム）の８０重量％以上、９０重量％以上、９５重量
％以上、または９９重量％以上は、好適には、前記ポリマー組成物（とりわけ前記ポリエ
ステル組成物）で出来ている。前記物品（とりわけ前記プリフォーム）は、好ましくは、
本質的に前記ポリエステル組成物からなる。
【００２５】
　前記物品（とりわけ前記プリフォーム）は、５～１５０ｐｐｍ、好適には１２～１５０
ｐｐｍ、好ましくは１２～１００ｐｐｍ、より好ましくは１２～５０ｐｐｍ、とりわけ２
０～５０ｐｐｍのタングステン及び酸素の前記化合物（とりわけ、１８．８６～２０．６
４重量％の酸素を含む酸化タングステン）とを含んでもよい。
【００２６】
　前記プリフォームは、好適には、１２～１２００ｇの範囲内、好ましくは１５～４０ｇ
の範囲内、より好ましくは１８～４０ｇの範囲内の重量を有する。前記プリフォームは、
０．００００９～０．００６ｇのタングステン及び酸素の前記化合物、とりわけ、１８．
８６～２０．６４重量％の酸素を含む酸化タングステンを含んでもよい。
【００２７】
　前記シートは１ｇ以上、例えば１００ｇ以上の重量を有し得る。この重量は、５ｋｇ未
満であってもよい。
　前記ポリマー組成物は、好ましくは、前記ポリエステル組成物である。前記ポリエステ
ル組成物は、好ましくは、７０重量％以上、８０重量％以上、９０重量％以上、９５重量
％以上、９８重量％以上、または９９重量％以上のポリエステルポリマーを含む。前記ポ
リエステル組成物は、９９．９９重量％未満または９９．９５重量％未満のポリエステル
ポリマーを含んでもよい。
【００２８】
　好適なポリエステルポリマーの例は、ＰＥＴ、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、
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ポリ（１，４－シクロ－ヘキシレンジメチレン）テレフタレート（ＰＣＴ）、ポリ（エチ
レン－コ－１，４－シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート）（ＰＥＴＧ）、コポリ
（１，４－シクロヘキシレンジメチレン／エチレンテレフタレート）（ＰＣＴＧ）、ポリ
（１，４－シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート－コ－イソフタレート）（ＰＣＴ
Ａ）、ポリ（エチレンテレフタレート－コ－イソフタレート）（ＰＥＴＡ）、及び、それ
らのブレンドまたはそれらのコポリマーを１個以上含む。好適なポリエステルの例は、米
国特許第４，３５９，５７０号明細書において記述されている、本願明細書にその全体を
援用されるものを含む。
【００２９】
　ポリエステルという用語は、また、ポリエステル誘導体を含むことを意図しており、こ
のポリエステル誘導体はポリエーテルエステル、ポリエステルアミド及びポリエーテルエ
ステルアミドを含むがこれらに限定されない。したがって、簡潔性のために、本明細書及
び請求項を通して、用語ポリエステル、ポリエーテルエステル、ポリエステルアミド及び
ポリエーテルエステルアミドは交換可能に使用されてもよく、典型的には、ポリエステル
と称される。
【００３０】
　好ましくは、前記ポリエステルポリマーは、ＰＥＴ、ＰＥＮ及びコポリマー、またはそ
れらの混合物を含み、好ましくは本質的にそれらから構成される。前記ポリエステルポリ
マーは、好ましくはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）を含み、より好ましくは本質
的にそれから構成される。
【００３１】
　好適には、ポリアルキレンテレフタレートポリマーまたはポリアルキレンナフタレート
ポリマーは、ポリマー中の単位の総モルに基づき、６０モル％以上の量のポリアルキレン
テレフタレート単位またはポリアルキレンナフタレート単位を有するポリマーを、それぞ
れ意味する。このように、ポリマーは、完成したポリマー中の構成要素（ｉｎｇｒｅｄｉ
ｅｎｔ）のモル％によって測定した際に、８５モル％以上、９０モル％以上、９２モル％
以上、若しくは９６モル％以上の量のエチレンテレフタレート、またはナフタレート単位
を含んでもよい。ひいては、ポリエチレンテレフタレートポリマーは、エチレンテレフタ
レート単位と、脂肪族またはアリールジカルボン酸を伴う、アルキレングリコールまたは
アリールグリコールに由来する他の単位とのコポリエステルから構成されてもよい。
【００３２】
　ポリエチレンテレフタレートは、６０モル％以上、７０モル％以上、８５モル％以上、
または９０モル％以上のテレフタル酸またはＣ１～Ｃ４ジアルキルテレフタレートを含み
、多くの用途では９５モル％以上のテレフタル酸またはＣ１～Ｃ４ジアルキルテレフタレ
ートを含む二酸（ジアシッド）またはジエステル成分を、６０モル％以上、７０モル％以
上、８５モル％以上、または９０モル％以上のエチレングリコールを含み、多くの用途で
は９５モル％以上のエチレングリコールを含むジオール成分と反応させることによって生
産されることができる。二酸成分はテレフタル酸であり、ジオール成分はエチレングリコ
ールであることが好ましい。全ての二酸成分に対してのモル百分率は、合計すると１００
モル％となり、全てのジオール成分に対してのモル百分率は、合計すると１００モル％と
なる。
【００３３】
　本明細書において使用される際、「ｄ５０粒径」は直径の中央値であり、体積の５０％
は記載のｄ５０値よりも大きい粒子から成り、体積の５０％は記載のｄ５０値よりも小さ
い粒子から成る。本明細書において使用される際、中央粒径はｄ５０粒径と同じである。
【００３４】
　タングステン及び酸素の前記化合物は、好ましくは、本明細書では酸化タングステン粒
子として言及される、タングステンと酸素との粒子を含む。
　前記酸化タングステン粒子は、好適には、５０μｍ未満、好ましくは２５μｍ未満、よ
り好ましくは１０μｍ未満、とりわけ５μｍ以下のｄ５０を有する。いくつかの実施形態
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において、前記粒子は２μｍ未満のｄ５０を有してもよい。前記粒子のｄ５０は、０．１
μｍ超または０．５μｍ超であってもよい。ｄ５０は、本明細書に記述されている通りに
測定され得る。
【００３５】
　好ましくは、５体積％未満、３体積％未満または１体積％未満の前記酸化タングステン
粒子は、本明細書に記述されている通りに測定されている１００μｍ超の粒径を有する。
好適には、５体積％未満の前記酸化タングステン粒子は、１０μｍ超の粒径を有する。好
適には、５体積％超、好ましくは２５体積％超、より好ましくは５０体積％超、とりわけ
７５体積％超の前記酸化タングステン粒子は、０．４０μｍ超の（好ましくは０．３０μ
ｍ超の）粒径を有する。
【００３６】
　粒径分布は、「スパン（Ｓ）」によって表現することができ、Ｓは下記の方程式によっ
て計算される：
　Ｓ＝（ｄ９０－ｄ１０）／ｄ５０

　このとき、ｄ９０は、体積の９０％が記載のｄ９０よりも小さい直径を有する粒子から
成る粒径を表し；ｄ１０は、体積の１０％が記載のｄ１０よりも小さい直径を有する粒子
から成る粒径を表し；ｄ５０は、体積の５０％が記載のｄ５０値よりも大きい直径を有す
る粒子から成り、かつ体積の５０％が記載のｄ５０値よりも小さい直径を有する粒子から
成る粒径を表す。
【００３７】
　例えば、スパン（Ｓ）が０．０１～１０、０．０１～５、または０．１～３である酸化
タングステン粒子の粒径分布が好ましい。
　酸化タングステン粒子がポリマー組成物（例えば、ポリエステル組成物）の色に与える
影響は、ＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊スケールを使用して評価することができ、Ｌ＊は暗から明
へ、０～１００の範囲に及ぶ。色は、本明細書に記述されている通りに評価する事ができ
る。前記物品（とりわけ前記プリフォーム）は、好適には、６５以上、好ましくは７０以
上、より好ましくは７５以上のＬ＊を有する。その物品は、好適には、２．０未満、好ま
しくは１．０未満、より好ましくは０．５未満のｂ＊を有する。ｂ＊は、－１．０超、好
ましくは－０．７５超であってよい。ｂ＊は、－１．０～１．０の範囲であってもよい。
ａ＊は、－１～０の範囲内であってよい。
【００３８】
　前記物品（とりわけ前記プリフォーム）は、５ｐｐｍ以上、１０ｐｐｍ以上または２０
ｐｐｍ以上（及び、好適には１００ｐｐｍ未満または５０ｐｐｍ未満）の酸化タングステ
ン粒子を含んでいてもよく、Ｌ＊は７０以上または７５以上であって、かつ８５未満また
は８２未満であってよい。
【００３９】
　前記ポリマー組成物、例えばポリエステル組成物（及びその結果として物品（とりわけ
前記プリフォーム））は、好適には、再加熱特性が向上しており、より速く、及び／また
はより少ない再加熱エネルギーの適用に伴って再加熱することができるため、再加熱効率
が増加し得る。都合の良いことに、再加熱特性における向上は、例えばＬ＊のような適切
な光学特性を維持しながら達成することができる。
【００４０】
　とりわけ好ましい実施形態において、前記物品（とりわけ前記プリフォーム）は前記ポ
リエステル組成物から成り（好ましくは、本質的にポリエステル組成物から構成され）、
前記ポリエステル組成物は、９８重量％超（とりわけ９９重量％超）のポリエステルポリ
マーと、５～１５０ｐｐｍ（とりわけ１０～５０ｐｐｍ）の前記酸化タングステン粒子と
を含み、好ましくは、前記ポリエステルポリマーは本質的にＰＥＴから構成され、好まし
くは、前記酸化タングステン粒子中のタングステン部分と酸素部分との重量％の和は９９
．５重量％以上であり、その粒子は１８．８６～２０．６４重量％の酸素を含む。前記ポ
リエステル組成物中の材料の残余は、トナーなどの他の添加剤、アセトアルデヒド捕捉剤
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、加工助剤、結晶化助剤、耐衝撃性改良剤、表面平滑剤、安定剤、抗酸化剤、紫外線吸収
剤及び触媒不活性化剤からなり得る。加えて、前記プリフォームのポリエステル組成物を
調製するために分散物がポリエステル相溶性ビヒクルを含み、酸化タングステン粒子がポ
リエステルポリマーに添加される場合には、前記ポリエステル組成物は残渣ビヒクルを含
んでもよい。
【００４１】
　（Ａ）の前記ポリマー組成物中の前記追加の添加剤は、１０～１０００ｐｐｍの前記ア
セトアルデヒド捕捉剤と、５０～４０００ｐｐｍの着色剤とから選択されてもよい（例え
ば５０～５００ｐｐｍの前記アセトアルデヒド捕捉剤や、例えば１００～４０００ｐｐｍ
の着色剤）。前記追加の添加剤は、複数のアセトアルデヒド捕捉剤または着色剤を含んで
もよく、この場合の量は、アセトアルデヒド捕捉剤と着色剤との合計量を指す。
【００４２】
　好ましいアセトアルデヒト捕捉剤は、１個以上の窒素原子を含む。好ましくは、その窒
素原子は二重結合または三重結合によって他の原子に結合されていないが、好ましくは、
単結合によって３個の他の原子に結合される。好ましい捕捉剤はアミン部分を含む。好ま
しいアミン部分は、一級アミン部分及び二級アミン部分である。とりわけ好ましいのは、
－ＮＨ２部分を含む捕捉剤である。
【００４３】
　一実施形態において、好ましいアセトアルデヒド捕捉剤は前述のアミン部分とアミド部
分との両方を含む。一実施形態において、好ましいアセトアルデヒド捕捉剤は置換フェニ
ル部分を含む。好ましい実施形態の一例において、前記アセトアルデヒド捕捉剤はアミン
部分（とりわけ―ＮＨ２）、アミド部分（とりわけ―ＣＯＮＨ２）及び置換フェニル部分
を含んでもよい。この場合、アミン部分とアミド部分との両方がフェニル部分に直接結合
されることが好ましい。好ましくは、そのアミン部分とアミド部分とはお互いに直交する
ように結合される。
【００４４】
　アセトアルデヒド捕捉剤のクラスの１つは米国特許第５，３４０，８８４号明細書（イ
ーストマン（Ｅａｓｔｍａｎ））において記述されており、その明細書の捕捉剤に関して
の内容は、本明細書で参照される。この場合において、捕捉剤はポリアミドであってもよ
い。このようなポリアミドは、１５，０００未満の数平均分子量を有する低分子部分芳香
族ポリアミド、７，０００未満の数平均分子量を有する低分子脂肪族ポリアミド、及びこ
れらの組合せから構成されるグループから選択される。好ましい低分子部分芳香族ポリア
ミドは、ポリ（ｍ－キシリレンアジパミド）、ポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド）
、ポリ（ヘキサメチレンアジパミド－コ－イソフタルアミド）、ポリ（ヘキサメチレンア
ジパミド－コ－テレフタルアミド）、及びポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド－コ－
テレフタルアミド）を含む。最も好ましい低分子部分芳香族ポリアミドは、４，０００～
７，０００の数平均分子量と、０．３～０．６ｄＬ／ｇのインヘレント粘度とを有するポ
リ（ｍ－キシリレンアジパミド）である。好ましい低分子脂肪族ポリアミドは、ポリ（ヘ
キサメチレンアジパミド）とポリ（カプロラクタム）とを含む。最も好ましい低分子脂肪
族ポリアミドは、３，０００～６，０００の数平均分子量と、０．４～０．９ｄＬ／ｇの
インヘレント粘度とを有するポリ（ヘキサメチレンアジパミド）である。
【００４５】
　アセトアルデヒド捕捉剤のもう１つのクラスは米国特許第６，７６２，２７５号明細書
（コカコーラ（Ｃｏｃａ－Ｃｏｌａ）（登録商標））において記述されており、その明細
書の捕捉剤に関しての内容は、本明細書で参照される。この場合において、捕捉剤は２個
以上の成分分子フラグメントを含んでもよく、各成分分子フラグメントは、対応する成分
分子フラグメントの炭素に結合される２個以上の水素置換ヘテロ原子を備える。有機添加
剤化合物の成分分子フラグメントはポリエステル中のアセトアルデヒドと反応し、水と、
結果として生じる、２個以上のヘテロ原子を含んだ非架橋五員環または非架橋六員環を備
える有機分子フラグメントとを形成する。好ましくは、その有機添加剤化合物は、成分分
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子フラグメント単独で２倍以上の分子量を有する。アセトアルデヒドと反応することが可
能な各分子フラグメント中に存在するヘテロ原子は、酸素（Ｏ）、窒素（Ｎ）及び硫黄（
Ｓ）を含む。その成分分子フラグメントのヘテロ原子は、好適には、活性水素に対して１
個以上の結合を有し、したがって、アセトアルデヒドとの縮合する過程において水を分離
することになる。これらのヘテロ原子を含有している好ましい官能基は、アミン（ＮＨ２
及びＮＨＲ）、ヒドロキシル（ＯＨ）、カルボキシル（ＣＯ２Ｈ）、アミド（ＣＯＮＨ２
及びＣＯＮＨＲ）、スルホンアミド（ＳＯ２ＮＨ２）及びチオール（ＳＨ）を含む。これ
らの官能基が立体的に配置され、ＡＡと縮合する際に非架橋五員環または非架橋六員環が
形成されることができることが必要である。この立体配置が六員環を形成させることが好
ましい。有機添加剤のヘテロ原子が前もって形成された環に付属していることが、とりわ
け好ましい。この前もって形成された環が芳香族であり、結果として生じる有機化合物の
非架橋五員環または非架橋六員環がこの芳香族環に結合されることが、最も好ましい。好
適な有機添加剤化合物は、ポリエステルの溶融加工に必要とされる温度において、実質的
に熱安定性があってもよい。また、有機添加剤上に存在する官能基は、ポリエステル中に
存在するエステル結合に対して相対的に非反応性であることも好ましい。好ましい捕捉剤
の例は、１，２－ビス（２－アミノベンズアミドイル）エタン、１，２－ビス（２－アミ
ノベンズアミドイル）プロパン、１，３－ビス（２－アミノベンズアミドイル）プロパン
、１，３－ビス（２－アミノベンズアミドイル）ペンタン、１，５－ビス（２－アミノベ
ンズアミドイル）ヘキサン、１，６－ビス（２－アミノベンズアミドイル）ヘキサン、及
び１，２－ビス（２－アミノベンズアミドイル）シクロヘキサンを含む。成分分子フラグ
メントがアントラニルアミドに由来する捕捉剤は、その低コストと有効性とＰＥＴ中への
取り込まれ易さとによって、より好ましい。
【００４６】
　前記クラスのとりわけ好ましい捕捉剤は、１，６－ビス（２－アミノベンズアミドイル
ヘキサン）である。
　本発明において使用するために好適なアセトアルデヒド捕捉剤の他のグループは、アン
トラニルアミド、１，８－ジアミノナファレン（１，８－ｄｉａｍｉｎｏｎａｐｈａｌｅ
ｎｅ）、アラントイン、３，４－ジアミノ安息香酸、マロンアミド、サリチルアリニド、
６－アミノ－１，３－ジメチルウラシル（ＤＭＵ）、６－アミノイソシトシン、６－アミ
ノウラシル、６－アミノ－１－メチルウラシル、α－トコフェロール、トリグリセリン、
トリメチロールプロパン、ジペンタエリトリトール、トリペンタエリトリトール、Ｄ－マ
ンニトール、Ｄ－ソルビトール、及びキシリトールを含む。前述のグループからは、アン
トラニルアミド、１，８－ジアミノナファレン、アラントイン、３，４－ジアミノ安息香
酸、マロンアミド、サリチルアリニド、６－アミノ－１，３－ジメチルウラシル（ＤＭＵ
）、６－アミノイソシトシン、６－アミノウラシル、６－アミノ－１－メチルウラシルが
好ましい。
【００４７】
　他の実施形態において、前記アセトアルデヒド捕捉剤は、２個以上のヒドロキシル基を
含有する脂肪族ヒドロキシル化合物と、２個以上のヒドロキシル基を含有する脂肪族－環
状脂肪族化合物と、２個以上のヒドロキシル基を含有する環状脂肪族ヒドロキシル化合物
とから選択されるヒドロキシル化合物を備えてもよい。
【００４８】
　そのヒドロキシル化合物は、好ましくは、３～８個のヒドロキシ基を含有する。これら
はエーテル基、カルボン酸基、カルボン酸アミド基、またはカルボン酸エステル基などの
、１個以上の置換基を含んでもよい。
【００４９】
　好ましいヒドロキシル化合物は、一対のヒドロキシル基を有するものを含み、それらの
ヒドロキシル基は、１個以上の原子によってお互いに分離される炭素原子のそれぞれに付
属される。とりわけ好ましいヒドロキシル化合物は、１原子の炭素原子によってお互いに
分離される炭素原子のそれぞれに、一対のヒドロキシル基が付属されているものである。
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【００５０】
　好適なヒドロキシル化合物の例として、例えば、約９５０～１０５０の分子量を有し、
１分子あたり約２０～２４個のエチレンオキシ基を含有するカーボワックス（商標）など
、約８００～２０００の分子量を有する、エチレングリコール、プロパン－１，２－ジオ
ール、プロパン－１，３－ジオール、ブタン－１，４－ジオール、ペンタン－１，５－ジ
オール、ヘキサン－１，２－ジオール、２－メチルペンタン－２，４－ジオール、２，５
－ジメチル－ヘキサン－２，５－ジオール、シクロヘキサン－１，２－ジオール、シクロ
ヘキサン－１，１－ジメタノール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、及
びポリエチレングリコールなどのジオールと、グリセロール、トリメチロールプロパン、
２，３－ジ－（２’－ヒドロキシエチル）－シクロヘキサン－１－オール、ヘキサン－１
，２，６－トリオール、１，１，１－トリス－（ヒドロキシメチル）エタン、３－（２’
－ヒドロキシエトキシ）－プロパン－１，２－ジオール、３－（２’－ヒドロキシプロポ
キシ）－プロパン－１，２－ジオール、２－（２’－ヒドロキシエトキシ）－ヘキサン－
１，２－ジオール、６－（２’－ヒドロキシプロポキシ）－ヘキサン－１，２－ジオール
、１，１，１－トリス－［（２’－ヒドロキシエトキシ）－メチル］－エタン、１，１，
１－トリス－［（２’－ヒドロキシプロポキシ）－メチル］－プロパン、１，１，１－ト
リス－（４’－ヒドロキシフェニル）－エタン、１，１，１－トリス－（ヒドロキシフェ
ニル）－プロパン、１，１，３－トリス－（ジヒドロキシ－３－メチルフェニル）－プロ
パン、１，１，４－トリス－（ジヒドロキシフェニル）－ブタン、１，１，５－トリス－
（ヒドロキシフェニル）－３－メチルペンタン、ｎを整数とする、以下の化学構造式のト
リメチロールプロパンエトキシレート、
【００５１】
【化１】

【００５２】
　ｎを整数とする、以下の化学構造式のトリメチロールプロパンプロポキシレート、
【００５３】
【化２】

【００５４】
　例えば約１０００の分子量を有するトリメチロールプロパンプロポキシレートなどのト
リオールと、ペンタエリトリトール、ジペンタエリトリトール、及びトリペンタエリトリ
トールなどのポリオールと、シクロデキストリン、Ｄ－マンノース、グルコース、ガラク
トース、スクロース、フラクトース、キシロース、アラビノース、Ｄ－マンニトール、Ｄ
－ソルビトール、Ｄ－またはＬ－アラビトール、キシリトール、イジトール、タリトール
、アリトール、アルトリトール、ギリトール、エリトリトール、トレイトール、及びＬ－
グロン酸－Υ－ラクトンなどのサッカライドなどとが挙げられる。２個以上のこれらの化
合物の混合物が使用されることもできる。とりわけ好ましいのは、３個から約８個のヒド
ロキシル基を含む脂肪族ヒドロキシル化合物である。
【００５５】
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　前記ポリマー組成物が着色剤を含む際、その着色剤は青色または緑色であり得る。その
着色剤は、フタロシアニン、アントラキノン、及び無機顔料であり得る。
　前記物品がシートである際、そのポリマー組成物は、酸化タングステン粒子及びポリカ
ーボネート、ポリオレフィン、またはポリエステルを含んでもよい。その酸化タングステ
ン粒子は、上述した通りであってよい。
【００５６】
　前記物品がシートである際、そのシートは０．３～２ｍの範囲内の幅を有し得る。その
シートの厚さは、５０μｍから１０ｍｍの範囲内であり得る。
　前記物品は、１０個以上、好ましくは２０個以上、より好ましくは５０個以上のそれら
の物品を備える集合の一部であってもよく、好ましくは、その集合中の全ての物品は実質
的に同一である。この集合は、輸送用に物品を中に包装する事ができる輸送貯蔵容器を備
えてもよい。前記物品が容器のプリフォームの際、１０個以上、好ましくは２０個以上の
それらのプリフォームがその輸送貯蔵容器内に配置されてもよく、好適には、その輸送貯
蔵容器内の全てのプリフォームは実質的に同じ寸法を有する。前記物品がシートの際には
、その集合は積み重ねられた５個以上のシート（好ましくは、１０個以上のシート）を備
えてもよく、好適には、それらのシートは面と面とが接触を持ち、好適には、これらのシ
ートは実質的に同じ寸法を有する。本発明は、本明細書で言及されるこれらのプリフォー
ムまたはシートの集合を運搬するモータ付き輸送手段にまで及ぶ。
【００５７】
　本発明の第２の態様によると、包装容器と熱成形物品とから選択される完成物品が提供
される。この完成物品は、タングステン及び酸素の化合物（とりわけ、酸化タングステン
粒子）と追加の添加剤とを含むポリマー組成物（とりわけ、ポリエステル組成物）を含み
、その追加の添加剤はアセトアルデヒド捕捉剤と着色剤とから選択される。前記ポリマー
組成物がアセトアルデヒド捕捉剤を含む際、このポリマー組成物は１０ｐｐｍ以上（好適
には２５ｐｐｍ以上、好ましくは５０ｐｐｍ以上）の前記アルデヒド捕捉剤を含み、前記
ポリマー組成物が着色剤を含む際には、前記ポリマー組成物は５０ｐｐｍ以上（好適には
７５ｐｐｍ以上、好ましくは１００ｐｐｍ以上）の前記着色剤を含む。前記完成物品が熱
成形物品の際には、その熱成形物品は、前記ポリマー組成物を含む５０μｍから１０ｍｍ
の厚さを有する材料を含む。
【００５８】
　ポリマー（例えばポリエステル）組成物と酸化タングステン粒子とは、第１の態様によ
り記述されている通りであってよい。包装容器または熱成形物品は、第１の態様の物品か
ら作製され得る、及び／または第３の態様によって記述されているように作製され得る。
【００５９】
　本発明が包装容器に関する場合、好ましくは、その包装容器は好適にはボトルであり、
例えば炭酸飲料及び／またはアルコール飲料を保持するために好適なもの等の飲料ボトル
である。そのボトルは、水を入れるのに好適な実質上透き通ったボトルであり得る。
【００６０】
　前記完成物品は、１０個以上、好ましくは２０個以上、より好ましくは５０個以上のそ
の完成物品を備える集合の一部であってもよく、好ましくは、その集合中の全ての完成物
品は実質的に同一である。その集合は、輸送用に中に完成物品が包装される輸送貯蔵容器
を備えてもよい。その輸送貯蔵容器は６個以上、好ましくは１０個以上の完成物品を含有
することができる。前記輸送貯蔵容器が包装容器の形態の完成物品を含む際、１０個以上
のその完成物品が実質的に同一の寸法を有して好適に提供され、前記輸送貯蔵容器が熱形
成物品の形態の完成物品を含む際には、１０個以上のその輸送貯蔵容器が実質的に同一の
寸法を有して好適に提供される。
【００６１】
　本発明の第３の態様によれば、例えば包装容器と、
　（ｉ）第１の態様に記載の物品を選択する工程、
　（ｉｉ）該物品を加熱して、それをブロー成形に供し、それによって包装容器を作製す
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る工程、またはそれを熱成形に供して熱成形物品を作製する工程を備える熱成形シートと
から選択される物品などの、第２の態様に記載の完成物品を作製する方法が提供される。
【００６２】
　方法は、５０個の前記完成物品を作製する工程を備えてもよい。
　方法は、好適には、５００～１５００ｎｍの範囲内の波長を好適には有する赤外線ヒー
タを使用して加熱する工程を備える。方法は、好ましくは、物品（とりわけプリフォーム
）を、組成物中に含まれるポリマー（例えばポリエステル）のガラス転移温度超で加熱す
る工程を備える。プリフォームの場合において、方法は、プリフォームを鋳型内に位置付
ける工程と、圧縮ガス（例えば空気）がその鋳型の開口端を通るのを可能にする工程とを
含んでもよい。
【００６３】
　前記包装容器は、１００～１５００ｍｌの範囲内の体積を画定し得る。
　第４の態様によれば、容器用のプリフォームまたは第１の態様に記載のシートから選択
される物品を作製する方法が提供される。その方法は、タングステン及び酸素の化合物（
とりわけ、酸化タングステン粒子）と追加の添加剤とを含むポリマー組成物（とりわけ、
ポリエステル組成物）を熱的に処理する工程を備える。前記追加の添加剤はアセトアルデ
ヒド捕捉剤と着色剤とから選択され、前記ポリマー組成物はアセトアルデヒド捕捉剤を含
み、そのポリマー組成物は１０ｐｐｍ以上（好適には２５ｐｐｍ以上、好ましくは５０ｐ
ｐｍ以上）の前記アセトアルデヒド捕捉剤を含み、かつ、ポリマー組成物が着色剤を含む
際、そのポリマー組成物は５０ｐｐｍ以上（好適には７５ｐｐｍ以上、好ましくは１００
ｐｐｍ以上）の着色剤を含む。
【００６４】
　ポリエステル組成物及び／または酸化タングステン粒子は、第１の態様によって記述さ
れている通りであってよい。
　方法は、好ましくは、プリフォームを画定するために酸化タングステン粒子を含むポリ
エステル組成物を射出成形する工程を備える包装容器用のプリフォームを作製するための
ものである。
【００６５】
　方法は、溶融または固体バルクポリエステルと、液体、溶融または固体ポリエステル濃
縮組成物とを、酸化タングステン粒子を含む濃縮組成物であるプリフォームを生産するた
めの機械に送給し、ポリエステルプリフォームの重量に基づいて約５～１５０ｐｐｍの酸
化タングステン粒子を有するプリフォームを取得する工程からなってよい。
【００６６】
　代替的に、プリフォームは、ポリエステルポリマー中に分散されている酸化タングステ
ン粒子を含む、例えばペレットまたは顆粒形態のポリエステル組成物を選択し、そのポリ
エステル組成物を射出成形することによって作製してもよい。
【００６７】
　第５の態様によれば、ポリマー組成物（とりわけポリエステルポリマー）及び／または
ポリマー組成物（とりわけポリエステル組成物）を含むプリフォーム若しくはシートの再
加熱特性を向上させるための、タングステン及び酸素の化合物（とりわけ酸化タングステ
ン粒子）の使用が提供されるにあたって、
　（ｉ）前記ポリマー組成物は追加の添加剤を含み、この追加の添加剤はアセトアルデヒ
ド捕捉剤と着色剤とから選択され、前記ポリマー組成物がアセトアルデヒド捕捉剤を含む
際、そのポリマー組成物は１０ｐｐｍ以上（好適には２５ｐｐｍ以上、好ましくは５０ｐ
ｐｍ以上）のそのアセトアルデヒド捕捉剤を含み、前記ポリマー組成物が着色剤を含む際
には、そのポリマー組成物は５０ｐｐｍ以上（好適には７５ｐｐｍ以上、好ましくは１０
０ｐｐｍ以上）のその着色剤を含み、及び、酸化タングステン粒子、または、
　（ｉｉ）前記ポリマー組成物は０．３ｍ以上の幅を有するシートの形態である。
【００６８】
　ポリマー及び／またはポリエステル組成物は、第１の態様によって記述されている通り
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であってよい。
　再加熱の向上は、前記酸化タングステン粒子の含有によって、その酸化タングステンの
非存在下における同じポリマー及び／またはポリマー組成物と比較して、再加熱速度の増
加、より少ない再加熱エネルギー（再加熱効率の増加）、またはその両方がもたらされる
ことを意味し得る。
【００６９】
　第６の態様によれば、タングステン及び酸素の化合物（とりわけ酸化タングステン粒子
）と追加の添加剤とを含むポリマー組成物（とりわけポリエステル組成物）が提供される
。この追加の添加剤は、アセトアルデヒド捕捉剤と着色剤とから選択される。前記ポリマ
ー組成物がアセトアルデヒド捕捉剤を含む際、そのポリマー組成物は１０ｐｐｍ以上（好
適には２５ｐｐｍ以上、好ましくは５０ｐｐｍ以上）のそのアセトアルデヒド捕捉剤を含
み、前記ポリマー組成物が着色剤を含む際には、そのポリマー組成物は５０ｐｐｍ以上（
好適には７５ｐｐｍ以上、好ましくは１００ｐｐｍ以上）のその着色剤を含む。
【００７０】
　ポリマー及び／またはポリエステル組成物は、第１の態様によって記述されている通り
であってよい。
　好ましくは、１ｋｇ以上、好適には１０ｋｇ以上のそのポリマー組成物が提供される。
１００００ｋｇ以下のそのポリマー組成物が、提供され得る。
【００７１】
　第７の態様によれば、第６の態様によるポリエステル組成物を作製する方法が提供され
、
　その方法は、ジカルボン酸ジエステルをジオールとエステル交換させて、またはジカル
ボン酸をジオールで直接エステル化して、ポリエステルモノマーまたはポリエステルオリ
ゴマーのうちの１個以上を取得するエステル化工程と、
　そのポリエステルモノマー及びポリエステルオリゴマーの１個以上を、重縮合触媒の存
在下で重縮合反応により反応させて、好適には約０．５０～１．１ｄＬ／ｇのｌｔ．Ｖ．
を有するポリエステルポリマーを生成する重縮合工程と、
　溶融ポリエステルポリマーが粒子となるように固体化される粒子化工程と、
　固体ポリマーが好適には約０．５５～１．２ｄＬ／ｇのｌｔ．Ｖ．に重合される、任意
の固体状態化工程と、
　酸化タングステン粒子を添加及び分散させて、そのポリエステルポリマー中に酸化タン
グステンの分散物を提供する粒子添加工程とを備え、その粒子添加工程は前述の工程の何
れかの前、最中または後に実施される、方法である。
【００７２】
　好ましくはその方法において、１ｋｇ以上、好適には１０ｋｇ以上、好ましくは１００
ｋｇ以上の前記ポリエステル組成物が調製される。５００粒子以上（例えば、１０，００
０粒子以上）が、その粒子化工程において調製され得る。
【００７３】
　その方法は、前記酸化タングステン粒子の添加の前、最中または後に、第１の態様の取
り込んだ前記追加の添加剤を含んでもよい。
　ｌｔ．Ｖは、特許文献４の２３頁８行目から２４頁１５行目において記述されている通
りに測定することができ、上述の内容を本願明細書に援用する。
【００７４】
　工程は、固体化工程に続いて形成工程をさらに備えることができ、その形成工程は、中
に酸化タングステン粒子が分散されているプリフォームを取得するために、結果として生
じる固体ポリマーを融解させ押し出すことを備える。粒子添加工程は、固体化工程の最中
または後、かつ、形成工程の前に実施される事ができる。粒子添加工程は、形成工程の前
または最中に、熱可塑性濃縮物として酸化タングステン粒子を添加する工程を含んでもよ
く、その熱可塑性濃縮物は、熱可塑性濃縮物の重量に対して約１００ｐｐｍ～５，０００
ｐｐｍの量の酸化タングステン粒子を含む。酸化タングステン粒子の粒径は、前記プリフ
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ォームについて上述した通りであってよい。
【００７５】
　粒子添加工程は、重縮合工程の前若しくは最中、粒子化工程の前若しくは最中、固体化
工程の前若しくは最中、または形成工程の前若しくは最中に行われてもよい。
　前記ジカルボン酸は、テレフタル酸を含んでもよい。前記ジカルボン酸ジエステルは、
ジメチルテレフタレートを含んでもよい。前記ジオールは、エチレングリコールを含んで
もよい。代替的に、前記ジカルボン酸は、ナフタレンジカルボン酸を含んでもよい。
【００７６】
　熱可塑性濃縮物は、その熱可塑性濃縮物の重量に基づいて、約０．０１～３５重量％の
範囲の量の酸化タングステン粒子と、その熱可塑性濃縮物の重量に基づいて、６５重量％
以上の量の熱可塑性ポリマー（好適にはポリエステル）とを含んでもよい。
【００７７】
　１つの好適な実施形態において、酸化タングステン粒子は、方法において使用されるモ
ノマーの１個中に分散していてよい。好適には、この場合において酸化タングステン粒子
は、エステル化反応において反応するテレフタル酸の中に分散している。
【００７８】
　第８の態様によれば、液体製剤が提供され、その液体製剤は、ポリマー（例えばポリエ
ステル）に対応する担体と、担体中に分散されるタングステン及び酸素の化合物（とりわ
け酸化タングステン粒子）とからなり、１リットル以上のその液体製剤が、容器中に提供
される。
【００７９】
　前記容器は、５リットル以上の前記液体製剤を含むことができる。その容器は、１００
リットル以下のその液体製剤を含むことができる。
　タングステン及び酸素の化合物（とりわけ酸化タングステン粒子）は、任意の上述の態
様によって記述されている通りであってよい。
【００８０】
　前記担体は液体であってよく、植物もしくは鉱油、またはグリコールであってよい。特
に好ましいグリコールは、とりわけ酸化タングステンの粒子がＰＥＴ重合において使用さ
れる材料に添加される場合には、エチレングリコールである。酸化タングステンは、好適
には任意の集合体を一次粒子に分解するために、担体中で粉砕されてもよい。
【００８１】
　前記酸化タングステン粒子は、好適には５０μｍ未満、好ましくは２５μｍ未満、より
好ましくは１０μｍ未満、及び、とりわけ５μｍ以下のｄ５０を有する。一部の実施形態
において、その粒子は２μｍ未満のｄ５０を有してもよい。その粒子のｄ５０は、０．１
μｍ超または０．５μｍ超であってもよい。このｄ５０は、本明細書に記述されている通
りに測定され得る。
【００８２】
　好ましくは、前記担体中の５体積％未満、３体積％未満または１体積％未満の前記酸化
タングステン粒子は、本明細書に記述されている通りに測定されている１００μｍ超の粒
径を有する。好適には、５体積％未満の前記酸化タングステン粒子は、１０μｍ超の粒径
を有する。好適には、５体積％超、好ましくは２５体積％超、より好ましくは５０体積％
超、とりわけ７５体積％超の前記酸化タングステン粒子は、０．４０μｍ超の（好ましく
は０．３０μｍ超の）粒径を有する。
【００８３】
　前記製剤中の９０重量％以上、好ましくは９５重量％以上の前記酸化タングステン粒子
は、分散する一次粒子の形態である。好適には、１０重量％未満、より好ましくは５重量
％未満の前記酸化タングステン粒子は、集合体の成分である。好ましくは、前記液体製剤
は、実質的に酸化タングステン粒子の集合体を含まない。
【００８４】
　第９の態様によれば、第８の態様の液体製剤を作製する方法が提供される。その方法は
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、
　（ｉ）第８の態様による担体をタングステン及び酸素の化合物（とりわけ酸化タングス
テン粒子）に接触させて、混合物を形成する工程と、
　（ｉｉ）前記酸化タングステン粒子の集合体を分解するようにその混合物を処理し、そ
れによって前記液体製剤を生成する工程と、を備える。
【００８５】
　好適には、その処理は前記酸化タングステン粒子の一次粒子の径を著しく低減させるこ
とはない。その処理は、混合物を粉砕することを含み得る。
　ここで、本発明の具体的な実施形態を、例として添付の図を参照して記述する。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】一連の添加剤についての、プリフォーム再加熱温度対有効充填量（ａｃｔｉｖｅ
　ｌｏａｄｉｎｇ）のグラフ。
【図２】一連の添加剤についての、光透過対有効充填量のグラフ。
【図３】一連の添加剤についての、プリフォームａ＊対有効充填量のグラフ。
【図４】一連の添加剤についての、プリフォームｂ＊対有効充填量のグラフ。
【図５】プリフォーム光透過（％）対ピークプリフォーム再加熱温度（℃）のグラフ。
【図６】分散物Ａ、Ｂ及びＣの粒径を示すグラフ。
【図７】一連の添加剤についての、プリフォームＬ＊対プリフォーム再加熱温度のグラフ
。
【図８】一連の添加剤についての、プリフォームｂ＊対有効充填量のグラフ。
【発明を実施するための形態】
【００８７】
　下記の材料は以下のように称する：
　ＷＯ－Ａ：酸化タングステン（酸素含有率２０．７０％）
　ＷＯ－Ｂ：酸化タングステン（酸素含有率２０．６４％）
　ＷＯ－Ｃ：酸化タングステン（酸素含有率１９．７１％）
　ＷＯ－Ｄ：酸化タングステン（酸素含有率１０．３２％）
　タングステン材料（Ｗ）：酸素含有率５００ｐｐｍ未満
　ＷＯ－Ｅ：酸化タングステン（酸素含有率１８．８６％）。
【００８８】
　前述の材料は市販のものである。特に指定のない限り、本明細書に記載される還元状態
及び酸素レベルは、ＡＳＴＭ　Ｅ１５９－１０コバルト、銅、タングステン及び鉄粉末の
水素における損失質量の標準試験法（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏ
ｒ　Ｌｏｓｓ　Ｍａｓｓ　ｉｎ　Ｈｙｄｒｏｇｅｎ　ｆｏｒ　Ｃｏｂａｌｔ，　Ｃｏｐｐ
ｅｒ，　Ｔｕｎｇｓｔｅｎ　ａｎｄ　Ｉｒｏｎ　Ｐｏｗｄｅｒｓ）を適用して評価される
。
【００８９】
　特に指定のない限り、本明細書に記載される粒径は、ジクロロメタンを付加したマイク
ロ体積モジュールが装着されたベックマンコールター（Ｂｅｃｋｍａｎ　Ｃｏｕｌｔｅｒ
）ＬＳ２３０レーザ回折式粒度分布測定装置を使用して検査された。サンプルは、モジュ
ールに添加する前に鉱油中で予め希釈された。
【００９０】
　窒化チタン：市販の窒化チタン再加熱添加剤
　Ｃ９３：再加熱添加剤を含まないポリエステルコントロール材料
　Ｕ１：０．５μｍ≦のＤ５０と２μｍの最大粒径とを有する、ポリトレードによって販
売される活性炭再加熱添加剤。
【００９１】
　Ｌ＊ａ＊ｂ＊などの、プリフォームについての光学データは、ＩＢＭ対応ＰＣに連結さ
れたミノルタ（Ｍｉｎｏｌｔａ）ＣＭ－３７００ｄ分光光度計（照明Ｄ６５視野１０°、
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正反射光含む、ＵＶ含む）を使用して透過率で測定した。試験は、ミノルタによって供給
されている標準的なプリフォームホルダーを使用して行われた。
【００９２】
　評価された全てのタングステン酸粉末は、ポリマーホストに対応する担体系における活
性粉末の分散物へ調製される。成形部品が非晶質状態で測定された透過の際、担体は、使
用されたレベルにおけるホストポリマーの色、透過値または曇り値に効果を持たない。そ
の担体は、成形プリフォームの再加熱挙動にも影響を持たない。
【００９３】
　実施例１－プリフォームの調製
　担体媒体中に再加熱添加剤を含む液体分散物は、射出成型機のスロートで製剤され、乾
燥Ｃ９３ポリマーに添加された。その後、１ショットあたり２個のプリフォームを作製す
る１６０トンのＨＵＳＫＹ射出成形機を使用して、ポリマーからプリフォームが作製され
た。この射出成形は、２８５℃で行われた。各プリフォームは、およそ３５グラムの重量
であり、ネジ込頭部口金（ｓｃｒｅｗ　ｔｏｐ　ｂａｓｅ）を伴った長さおよそ１０５ｍ
ｍ、側壁の厚さ３．７ｍｍの円筒状であった。プリフォームは、花弁状口金（ｐｅｔａｌ
ｏｉｄ　ｂａｓｅ）付きの１リットルボトルにブロー成形されてもよい。
【００９４】
　実施例２－再加熱を評価するための方法
　試験されるすべてのプリフォームが同じ開始温度であることを確実にするために、すべ
てのサンプル／バッチ用のプリフォームは同じ場所に貯蔵し、２４時間以上コンディショ
ニングする。
【００９５】
　シデル（Ｓｉｄｅｌ）ＳＢ－０１延伸ブロー成形機に標準設定を入力する。その機械は
、各バンクが９×１５００Ｗ＋１×２０００ワットの赤外線加熱ランプを含有するオーブ
ンの２個のバンクを収納している。オーブン１つあたり１０個のランプがあり、合計２０
個のランプがある。
【００９６】
　設定スループット速度である１０００ｂ／ｐ／ｈ（１時間あたりのボトル数）を入力す
る。この製造速度において、プリフォームはオーブンを通過するのにおよそ４５秒かかる
。プリフォームがオーブンを通過するにつれて、それらは一定速度で自動的に回転し、プ
リフォームの外表面全体がオーブンランプに均等に暴露される。
【００９７】
　設定量のＩＲエネルギーが全部のプリフォームに供給されて偏りがないことから、機械
の加熱係数はオフにされる（これは、プリフォーム再加熱温度を所定の設定点に導くため
の試みにおいて、作動時に、オーブンランプに供給されるエネルギーを自動的に制御する
機能である）。
【００９８】
　各ランプを６０％出力に設定し、全てのランプへの出力を制御するマスターエネルギー
設定も６０％に設定する。これらの状況において、全てのオーブンランプは、６０％のそ
れらの最大作業能力の６０％で作業する。
【００９９】
　プリフォームがオーブンを通過した後、そのプリフォームがプリフォーム表面温度を測
定する赤外線カメラを通る前に、およそ３秒間の調整期間（ＩＲエネルギー暴露なし）が
ある。そのカメラは、プリフォームが通り過ぎる際に全てのプリフォーム表面温度を記録
するデータ捕捉ステーションに接続されている。
【０１００】
　バッチからの最少５個のプリフォームを試験し、平均再加熱像を獲得する。各バッチを
代表するプリフォームは互い違いの配置で機械に投入されるため、いずれのバッチも偏り
を有さない。例として、３個の異なる樹脂（Ａ，Ｂ及びＣ）の再加熱挙動を比較する場合
、各樹脂から製造される最少５個のプリフォームを再加熱試験用に選択し、プリフォーム
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てがＡであることはない、ＢもＣも同様）に機械に投入するであろう。その後、プリフォ
ームの各セットについての平均再加熱像を獲得するであろう。
【０１０１】
　再加熱向上（試験プリフォームが到達した温度からＣ９３コントロール（すなわち、再
加熱添加剤を含有しない）を引いたものが、到達した温度として定義される）が算出され
た。
【０１０２】
　再加熱材料に最良の組合せ特性を確立するため、言及される材料についての様々な評価
は、後述の実施例に記述されるように行われた。
　実施例３－再加熱対有効充填量の比較
　プリフォーム再加熱温度対有効充填量は、異なる化学量論の様々な酸化タングステンと
、市販の窒化チタン材料及び活性炭（Ｕ１）材料とについて評価された。その結果は、図
１に示される。
【０１０３】
　図１に言及して、その結果は、評価されたタングステンサンプルの中で、ＷＯ－Ｃは最
良の再加熱対有効充填量を与えたことを表す。最良の酸化タングステンとの間にＵ１を伴
って、ＴｉＮは有効充填量１ｐｐｍあたりの最良の再加熱性能を与えた。
【０１０４】
　実施例４－光透過対有効充填量の比較
　様々な材料についてのプリフォーム光透過対有効充填量が評価された。その結果は図２
に示される。
【０１０５】
　実施例３の中で言及されるように、ＴｉＮは１ｐｐｍの有効充填量あたりの最良の再加
熱性能を有するが、ＴｉＮがプリフォーム透過に最大の影響を有することが図２から明ら
かである。プリフォーム中に使用することの出来る再加熱添加剤の量は、その添加剤がど
のようにポリマーの美しさに作用するのかに依存することが認識されている。図２から、
ＷＯ－Ｃが１ｐｐｍの添加剤あたりの最良の再加熱を有すること（図１）、及びＷＯ－Ｅ
またはＷＯ－Ｄほど多くの透過光を妨げないこと（図２）が明らかである。
【０１０６】
　実施例５－プリフォームａ＊及びｂ＊対有効充填量の比較
　実施例３及び実施例４に記述されるように評価される要因に加えて、再加熱添加剤がポ
リマーのａ＊とｂ＊との色に不利に作用しないことも望ましい。また、添加剤がａ＊に本
来通りまたはわずかに正の作用（つまり赤色）を付与し、ｂ＊にわずかに負の作用（つま
り青色）を付与することが望ましくてもよい。このような属性は、能動的調色特性を施す
であろう。
【０１０７】
　図３及び図４は、プリフォームａ＊対有効充填量とプリフォームｂ＊対有効充填量との
結果をそれぞれ提供する。図より、タングステン基材料の中でａ＊に最良の効果を提供す
るのは、タングステン地金と、ＷＯ－Ａと、ＷＯ－Ｂとであることが示されているが、し
かし、これらの材料は最低の再加熱性能を施す。ｂ＊の結果から、ＷＯ－ＥとＷＯ－Ｄと
は好ましい青色調色作用を与えるが、一般の光透過へのこれらの有害な影響はＷＯ－Ｃサ
ンプルのものよりも大きいことが表される。ＷＯ－Ｃは、ｂ＊に比較的中間色の作用を有
し、ａ＊にとても類似した効果を有し、かつ、ＷＯ－ＤとＷＯ－Ｅとに比較して、最良の
再加熱吸収性能を有する。そのため、ＷＯ－Ｃは最良の万能パフォーマーとされる。
【０１０８】
　図１から図４を編集するために使用された結果は、表１に要約され、Ｄ６５は標準的光
源である。
【０１０９】
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【表１】

【０１１０】
　実施例６
　再加熱添加剤がベースポリマーに対して有する効果に関係する指標は、その再加熱添加
剤がどのようにホストポリマーのＬ＊対再加熱有効性を作用してきたのかを評価すること
である。有効性値（Ｌ＊への影響に対する、添加剤のポリマー再加熱への作用を比較する
）は表１に引用される。
【０１１１】
　その値は、以下のように算出される：
【０１１２】
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【数１】

【０１１３】
　そのデータによると、再加熱性能を向上させるためにポリエステルに市場で一般的なＵ
１を添加することは、実際にはポリマーをより悪くする（ポリマーの美しさへのこれの影
響は、再加熱を通してＵ１が提供する如何なる利点よりも、はるかに上回る）。これに比
較して、最適な充填量（１２．５ｐｐｍ有効）において、ＷＯ－Ｃ添加剤は非再加熱コン
トロールポリマーの有効性性能の２倍超である。
【０１１４】
　実施例７
　ポリマーが大きく向上した有効性性能を有することの重要な利点は、図５のグラフによ
って説明される。この有効性は、ポリマー生産に対しての柔軟性をもたらす。例えば、図
５に言及すると、本実施例は６ｐｐｍのＵ１の充填量と、そのプリフォーム再加熱及びＬ
＊への影響とを強調する。この充填量は、炭素系再加熱技術における再加熱製造物範囲の
最大と考えられる。チャートは、ＴｉＮを取り込んでいる類似のＬ＊のプリフォームが、
大幅に向上した再加熱性能を与えることを指し示す。ＷＯ－Ｃ材料を含有して、再び類似
のＬ＊から製造されるプリフォームは、スーパー再加熱ポリマーとみなすことのできるも
のを製造するだろう。代替的に、ポリマー生産者は、６ｐｐｍのＵ１を含有する製造物と
類似の再加熱挙動を伴うがはるかに高いＬ＊を有する、ＷＯ－Ｃを取り込んだ製造物を製
造する選択肢を有する。
【０１１５】
　以下の実施例は、本明細書に記述される処理においてプリフォームを作製することに使
用される用の向上した（例えば、より費用対効果の高い）分散物を製造するために行われ
た実験について報告する。
【０１１６】
　実施例８－分散物の準備及び評価
　ＷＯ－Ｃの３個の異なる分散物が作製され、以下のように評価された：
　分散物Ａ：ハミルトンビーチ（Ｈａｍｉｌｔｏｎ　Ｂｅａｃｈ）分散機を使用して、９
２．５ｇの担体中に７．５ｇの酸化タングステンを５分間分散させることによって準備さ
れるＷＯ－Ｃ、
　分散物Ｂ：「最適な」粉砕を使用することによって準備されるＷＯ－Ｃ。これは、０．
７～１ｍｍのセリウムビーズを含有する２５０ｍｌのアイガーテレンス横型ビーズミル（
Ｅｉｇｅｒ　Ｔｅｒｅｎｃｅ　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｂｅａｄ　ｍｉｌｌ）に添加され
たスラリーを形成するために、２００ｇの担体に２００ｇの酸化タングステンを混合させ
た。その混合物は、再循環によって１時間粉砕された。
【０１１７】
　図６は、分散物Ａと分散物Ｂとにおける粒子の粒径情報を含む。粉砕は、粒径にして４
μｍ超の大きい集合体を分解するが、粒径をそれ以上低減させないことが理解される。全
ての粒子は０．３７５μｍよりも大きいことが見て取れるが、分散物Ｂについて、ミーン
粒径（ｍｅａｎ　ｐａｒｔｉｃｌｅ　ｓｉｚｅ）が低減されている。これらの値は表２に
提供される。
【０１１８】
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【表２】

【０１１９】
　分散物Ａ、分散物Ｂ、Ｕ１及びＴｉＮに対して、プリフォームＬ＊対プリフォーム再加
熱温度が評価された。結果は図７に示される。
　図７は、分散物Ｂ（より小さい平均粒径と、より狭い粒径分布とを有する）がより良い
有効性を伴ってプリフォームを製造することと、その利点として、目標の再加熱範囲を達
成するために要求される材料が少ないということと、より良い光透過を伴うことで、同様
の再加熱挙動が達成され得ることと、より安価な製造物が顧客に提供され得ることとを強
調する。
【０１２０】
　分散物Ａ、分散物Ｂ、Ｕ１及びＴｉＮに対して、プリフォームｂ＊対有効充填量が評価
された。結果は図８に示される。その図は、分散物中の添加剤粒子の粒径が低減すること
が希望の青色調色をもたらすことを表す。しかし、都合の良いことに、ＷＯ－Ｃ材料につ
いて、その作用はＴｉＮのものほどは激しくなく、結果として、そのプリフォームが過剰
に青色を呈する前に、より多い充填量のＷＯ－Ｃ材料をポリマーに取り込むことができる
。ＷＯ－Ｃの粒径のさらに大幅な低減は青色を増加させ、その材質をよりＴｉＮのように
させることが見られるため、過度の調色によって、粒径をさらに低減することは不都合で
ある。
【０１２１】
　添加する際、本実施形態に示される例の中で、およそ３．７５ｐｐｍの能動的添加にお
いてＴｉＮがｂ＊軸についてニュートラルとなる。この点において、プリフォームは青色
／緑色の色味を獲得し始めるであろう。これと比較して、この青色／緑色の色味が現れる
前に、ＷＯ－Ｃのより多い添加を行うことができる。Ｕ１を添加することは、そのポリマ
ーをより黄色にし、その生産者はこの作用を中和するために追加の青色トナーを添加する
必要があるかもしれないことを指し示している。追加のトナーは、ポリマーＬ＊のさらな
る損失という結果になるであろう。
【０１２２】
　分散物Ａを含有するプリフォームは、Ｕ１を含有するものの３倍良い性能を与えること
が示されている。また、分散物Ｂは、粒径をその範囲に低減させることが、プリフォーム
の透過またはＬ＊損失に対して有する影響と比較して、充填量範囲にわたってより再加熱
の獲得という結果になったことを表す。この効果は増加したポリマー有効性をもたらして
いる。
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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